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一　般　質　問

制限時間 質問のみ 30分以内（答弁は別）
質問方法 ☆　一括方式
 ・最初に全部の質問をし、まとめて回答を得る
　 ・同一議題に対しての質問は 3回まで
 ☆　一問一答
 一問ごとに質問・回答を繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考え
方をもとに、町長などに方針を問う
ものです。

【平成 30年 12月定例会】　一般質問一覧
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③

徳田　文治　議員
【一括方式】

村西　作雄　議員
【一問一答】

澤田　源宏　議員
【一括方式】

西澤　桂一　議員
【一問一答】

森野　　隆　議員
【一問一答】

吉岡ゑミ子　議員
【一括方式】

瀧　すみ江　議員
【一問一答】

河村　善一　議員
【一問一答】

辰己　　保　議員
【一問一答】

村田　　定　議員
【一問一答】

公共交通政策と支援について
避難訓練を中心とした防災教育（園・学校）の取り組みについて
湖東三山スマートインターチェンジ周辺開発について
秦荘東小学校の駐車場増設と、秦荘幼稚園の外壁塗装について
斧磨地先旧別荘開発地の現状について
獣害被害対策の進展状況について

教育長の選任について
教育予算の県下６町・隣接２市との比較について
町内４小学校の視察及び意見交換から
中山道の再生整備事業について
健康増進の取り組み
町の行政機構図について
湖東三山スマートインターチェンジおよび湖東三山館あいしょうの今後の
課題・展望
保護者負担を増やさないことについて
ヒバクシャ国際署名について
県道松尾寺豊郷線について
学童保育について
秦荘・愛知川土地改良区の維持管理について
愛荘町の学力向上推進対策について
『透明なゆりかご』から学ぶ、小さな命の尊さと町の施策について
「淡海こども食堂普及推進事業」への支援について
「健康元気もりもり教室」事業について
安壷川の堤防道（オレンジ道路）の舗装整備と安全対策
国民健康保険事業に一般会計からの法定外繰り入れを求めることについて
地方創生について
公共施設改革について
組織機構の再編について

　議会だよりでは、スペースの関係で質問と答弁を要約してあります。また、質問通告をした第 1回
目質問内容だけで、再質問以後のやりとりは記載していません。
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町
で
は
地
域
公
共
交
通
の

意
義
を
ど
う
考
え
、
取
り

組
む
の
か
。

①
避
難
訓
練
の
取
り
組
み
。

②
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き

た
避
難
訓
練
の
問
題
点
は
。

③
主
体
的
に
な
る
た
め
に
は
、
訓

練
以
外
に
ど
ん
な
指
導
が
必
要

か
。

④
今
後
、
防
災
教
育
に
は
ど
ん
な

視
点
が
大
切
に
な
る
の
か
。

地
域
公
共
交
通
の
こ
れ
ま

で
の
議
論
を
通
じ
、
ど
う

い
っ
た
課
題
を
認
識
し
、
来
年
度

に
取
り
組
む
の
か
。

　

地
域
公
共
交
通
に
課
せ
ら
れ
た

意
義
は
、
住
み
慣
れ
た
日
常
生
活

圏
で
、自
身
が
思
う
よ
う
に
外
出
・

人
と
の
交
流
が
出
来
る
と
い
っ
た

生
活
の
質
を
高
め
、
誰
も
が
住
み

や
す
い
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
こ

と
で
あ
る
。

　

湖
東
圏
域
の「
愛
の
り
タ
ク
シ

ー
」
は
、
来
年
度
4
月
に
他
市
町

の
バ
ス
路
線
の
廃
止
を
補
う
路
線

の
延
伸
等
の
再
編
を
実
施
し
、
料

金
値
下
げ
と
複
数
人
割
引
を
実

施
。

　

今
後
も
利
用
人
数
向
上
策
と
し

て
、
予
約
の
簡
素
化
、
便
数
・
停

留
所
の
増
加
な
ど
協
議
会
で
検
討

し
、
乗
合
率
向
上
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
近
江
鉄
道
線
の
維
持
存

続
を
始
め
、
町
内「
角
能
線
バ
ス
」

の
存
続
に
向
け
た
各
事
業
者
支
援

の
実
施
や
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
い

っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
行
政
が
運
行

主
体
と
な
り
地
域
の
移
動
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
取
り
組
み
等
の
先

進
事
例
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

①
各
校
園
で
は
、
年
間
計
画
に
基

づ
き
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
小
中
学
校
で
は
、
学
期
に
1

回
で
年
間
3
回
程
度
、
幼
稚
園
で

は
そ
れ
以
上
の
頻
度
で
、
火
災
、

地
震
、
あ
る
い
は
地
震
に
よ
る
火

災
の
内
容
で
訓
練
を
し
て
い
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
防
災
教
育
は
受
動

的
で
、
子
ど
も
が
能
動
的
に
考
え

る
機
会
が
余
り
な
か
っ
た
。
こ
の

様
に
今
ま
で
受
身
で
あ
っ
た
こ
と

　

近
江
鉄
道
は
、
単
独
で
の
鉄
道

の
維
持
が
困
難
で
あ
る
と
発
表
さ

れ
、本
町
唯
一
の
鉄
道
の
存
続
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
高
校
生
の

通
学
、
立
地
企
業
へ
の
通
勤
者
の

影
響
な
ど
を
考
え
る
と
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
1
月
に
近
江
鉄
道
と

県
、
沿
線
5
市
5
町
の
勉
強
会
を

発
足
さ
せ
た
。
本
年
2
月
ま
で
8

回
に
わ
た
り
、
経
営
状
況
、
輸
送

状
況
、
利
用
促
進
策
等
を
中
心
に

近
江
鉄
道
の
説
明
を
受
け
、
今
の

状
態
で
は
近
江
鉄
道
だ
け
で
近
江

鉄
道
線
を
維
持
存
続
す
る
の
は
困

難
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

　

本
年
7
月
に
は
、
県
と
沿
線
5

市
5
町
の
副
首
長
級
の
会
議
が
あ

り
、
沿
線
地
域
の
大
切
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
近
江
鉄
道
線
の
将

来
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
事
務
レ

ベ
ル
で
の
合
意
形
成
を
図
り
、
平

成
31
年
度
中
に
国
の
支
援
を
視
野

に
入
れ
た
地
域
公
共
交
通
活
性
化

再
生
法
に
基
づ
く
法
定
協
議
会
を

設
置
す
る
。

　

今
後
、
近
江
鉄
道
・
県
・
沿
線

（
総
合
政
策
部
長
）

（
教
育
主
監
）

（
副
町
長
）

問

問

問

答

答

答

徳田　文治 議員

今後の取り組みはQ

公共交通政策と支援に
　ついて
国の財政支援を受け存続できるよう
取り組む

A

公
共
交
通
政
策
と
支
援

避
難
訓
練
を
中
心
と
し
た

防
災
教
育（
園
・
学
校
）の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み

市
町
の
三
者
に
よ
り
、
具
体
的
な

方
向
性
を
議
論
し
て
、
国
の
地
域

交
通
活
性
化
再
生
法
に
基
づ
く
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定

し
、
国
の
財
政
支
援
を
受
け
な
が

ら
存
続
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
た
い
。

に
問
題
点
が
あ
る
と
捉
え
る
。

③
自
ら
危
険
な
場
所
を
把
握
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
災
害
に
応

じ
て
安
全
に
避
難
す
る
判
断
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

④
子
ど
も
に
危
険
な
場
所
に
近
づ

か
な
い
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
視

点
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
子
ど
も

た
ち
に
、
少
し
で
も
役
立
つ
避
難

訓
練
と
な
る
よ
う
各
校
園
で
避
難

訓
練
の
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。高校生の通学などで賑わう愛知川駅


